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▽

寸 法表 色 とり 数 長 さ 本 数

1 入れ物部分(芯) 赤 5 本 35 ｃｍ × 8 本

2 入れ物部分(差しひも) 赤 5 本 18 ｃｍ × 1 本

3 入れ物部分(底編みひも) 赤 1 本 300 ｃｍ × 1 本

4 入れ物部分(側面編みひも) 赤 2 本 500 ｃｍ × 3 本

5 ふた部分(芯) 赤 5 本 40 ｃｍ × 8 本

6 ふた部分(差しひも) 赤 5 本 22 ｃｍ × 1 本

7 ふた部分(編みひも) 赤 1 本 100 ｃｍ × 1 本

8 ふた部分(あみひも) 赤 2 本 500 ｃｍ × 2 本

9 三つ編み 赤 1 本 70 ｃｍ × 9 本

10 茎 ちょこ 12 本 10 ｃｍ × 1 本

11 葉(輪郭) まっ茶 3 本 25 ｃｍ × 1 本

12 葉(茎) まっ茶 3 本 20 ｃｍ × 1 本

13 葉(編みひも) まっ茶 2 本 150 ｃｍ × 1 本

1 2

3 4

P 1

一度、十字を貼る。

手順の3と同じものを

もう1組作り、2組にする。

する。

2本を十字に貼る。

十字の間に2本、もう

りんごの小物入れ

1を8本中央で折って

中心がわかるように



5 6

7 8

9 10 手で押さえながら、

11 12

側面編みひもの間に

13 14

15 16

17 18

P 2

部分と重なるように丸

みをつけながら編む。

手で持って編む。

ふた部分が編めたら

手順の12と同じように

芯の内側にボンドをつけ

編みひの間に入れる。

んでから先端部分を抜

いて整えボンドで貼る。

7が編み終わったら8の

編みひもを使い入れ物

巻く。巻いた部分を

7の編みひもで交互に

編むが始めは編み目が

整わないので何周か編

5と同じ物を作る。手で

芯の中央を窪ませる。

窪んだ部分を広がら

ないように、紙バンドで

入れる。

入れ物部分の

出来上がり。

ふた部分を作る。

5,6の芯を使い、手順

ところ。

口まわりの芯は内側

外側と交互に折って芯

の内側にボンドをつけ

芯の丸みを生かす

ように編む。

4の編みひもを繋いで

側面が編み終わった

1本どりが編み終わった

ところ。

手順の8を裏返して

4の編みひもをつける。 交互に編んでいく。

3、4周編んでから、

編みひもの先端を円に

沿うように切って、芯

に貼る。

どこでもよいので挟む。

芯は奇数になる。

3の編みひもで交互に

編んでいく。この時、

編みひもは芯には

貼らない。

2組の芯を重ねて貼る

時に、2の差しひもを



19 20

21 22

23 24

25 26

27

ボンドをたっぷりと塗る。26の葉の先端

P 3

8の字を書くように

編む。編む時、編みひも

あるひもはボンドが乾いたら取る。

りんごの小物入れの出来上がり。

端にもボンドを塗り、茎と共にふた

部分の窪みに差し込む。窪みに巻いて

21の茎の両端を斜めに切り、半分位

は引かないで、折って

葉の形にしていく。

上がる。

12を11に貼る。

2ｃｍ残した部分は

切る。

13の編みひもをボンド

で11に貼る。

編み終わりはボンド

で貼る。

ておく。

11のひもは先端を2cm

位、残して重ねる。

形を出来るだけ丸く

した方がいい形に出来

に貼る。

10の茎は片面にボンド

を塗り丸める。ボンドが

乾くまで紙バンドで巻い

9のひもは先端にボンド

を付け、紙バンドで挟み

まとめる。

三つ編みの出来上が

り。この三つ編みを

ふた部分の口まわり


